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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含めて分 か りやす く記入の こと)
本研究では、細胞 と同程度のサイズをもつマイ ク
ロカプセルを1つ のユニ ッ トに見立てて、システム
の構築 を行 っている。図1に 検討 してい るシステム
のイメージを示す。ユニ ッ トであるマイ クロカプセ
ル リアクタは、「周辺環境 の 自律 的認識 に伴 う反応
制御」す るとい う特徴 を持たせ るため、環境変化 を
認識 しそれ に伴い基質 の拡散性を制御 でき る部位
と、反応変換部位 を整える。 このよ うなユニッ ト
を2種 類以上調製 し協調 させ ることで、「ユニッ ト
の協調に よる階層性 」が実現 できる。 この とき、
協調システムによ り、反応 拡散 のプ ロファイル をコン トロールす ることが可能で あ り、こ
れ によ り時間 ・空間的に様々な リズムやパ ターンを発現 させ ることも可能である と考 え ら
れ る。
この ような 目的のため、第1の ユニ ッ トとして、反応部位 としてコア部 にGlucoseOxidase
(GOD)を封入 したマイ クロカプセル のシェル多孔膜細孔中に、環境応答部位 としてpH応 答
ポ リマーであるN-isopropylacrylamideとAcrylicacidの共重合 ポ リマー(NIPAM-AA)を
pHゲー トとして固定 した、細胞 に見立てたマイクロカプセル リアクタを調製す る手法 とし
てプラズマ グラフ ト重合法の有効性 を検討 した。 さ らにこのpHゲー トポ リマーが周辺環境
のpHを 認識 し、実際 に反応性 を制御できることを確認 した。
また、マイクロカプセル協調 システム構築のため、マイ クロカプセル を2次 元 ・3次元的
に規則正 しく配列 させ る必要 があるが、 このよ うな手法は未だ検討 され ていない。本研究
において、マ イクロカプセル径 よ り大 きな細孔 をもつ膜基板 を用 いて、マイ クロカプセル
分散液 を濾過 しケーク層 を形成 させ るとい う手法を検討 し、直径3.4cmの円の面積 内で、
斑な くアレイが形成 でき ることを示 した。
さらに、異 なる種類のマイ クロカプセル リア クタ として、K+に応答 して反応性を制御す
るリアクタを選定 した。K+に応答す るポ リマー として、NIPAM-BCAmポリマー を用い、これ
をプ ラズマグラフ ト重合法 によりグラフ トした膜における溶質透過性 を、pHによらずK+だ
けで制御できるこ とを示 した。
現在 、この2種 類 のマイ クロカプセル リアクタを協調 させることを検討 してい る。
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